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蓼まじめに

私は1‡粉0年から約20年間、日韓国交正常化交渉（以下、日韓金浜）とその

緒果締結された「日韓集約jlに関する歴史研究を進めてきた。2000年には、約

10年間の研究成果をまとめて大鶴民層（以下、韓国）高麗大学校に博士学位論

文r韓日請求権交渉研究」を連出した。2008年には、博士学位飴文を加筆・修一

正して『日韓交渉一請求権問題の研究』（クレイン）を日本で公刊した（到）08

年にはその朝鮮語版がソウルで公刊された）。

2∝旧年から20（粉年には、韓国側日韓会談文書の全面公開（2005年）で日韓

会談の総合的研究が可能となったことを受けて組織された日暢共同研究（日本

学術振興会科学研究費神助金、研究熱層名「韓国政府公開資料による日韓基本

条約の国際共同研究一脱植民地化論理と冷戦論理の交錯」）に参加した。この共

同研究では、近年（2㈱年～00年）公開された日本側外交文書の分析・検討も

進められ、2011年初めにはその成果が公刊される予定である。

さらに2010年より、集二期の日韓共同研究（日本学術振興会科学研究費靖助

金、研究裸唐名「朝鮮半島から見た戦後東アジア地域秩序の形成と変容一新た

1本意見書では、1捕年6月5近日に日韓間に締結されたr日本国と大韓民国との鯛の基
本関係に関する条約」と、四つの協定（r財産及び請求権に関する問題の解決並びに経済協

力に関する日本国と大韓民国との問の協定】r日本国に居住する大韓民厚国民の法的地妊及
び待卦こ関する日本国と大韓民国との間の協定J r日本国と大韓民国との間の漁業に関する
協定J r文化財及び文化協力に関する日本国と大韓民国との何の協定j）、およびその他の付
属文書を日韓条約と総称し、それぞれ、基本条約、財産繚求権・経済協力協定、在日韓国

人の法的地位協定、漁業協定、文化財・文化協力協定と略称する。
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略　　鼻　　音

氏名　莞　由　膠

生年月日1963年6月12日生（満47歳）

2010年11月現在

現住所

勤務先　京都府京都市上京区今出川通烏丸真人同意社大学グローバル・スタデ

ィーズ研究科

学歴

1982年4月

1986年3月

1990年3月

1994年8月

1994年9月

2001年2月

1991年1月

1997年9月

2001年4月

2002年4月

2009年4月

如10年4月

同志社大学文学部文化学科文化史学専攻入学

同志社大学文学部文化学科文化史学専攻卒業

高麗大学校大学院史学科修士課程入学

高麗大学校大学院史学科修士課程修了

高麗大学校大学院史学科博士課程入学

高麗大学校大学院史学科博士課程修了（博士「文学」）

延世大学校延世帯学院外国語草堂日本帯科韓師ト1997年8月）

弘益大学校商経学部国際地域経済専攻専任辞師（～2001年2月）

早稲田大学、中央大学、和光大学で非常勤韓師（～2002年3月）

彿教大学文学部助教授（2007年4月より准教授）

沸教大学文学部教授（～2010年3月）

同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授（～現在）

主な研究葉蘭

・『日韓交渉一請求権問題の研究－』クレイン、鋤03年、1～414貫。

・専増軋申せ乳且可瑠雪『せ望五瑠璃子召暑瑚包子』ゼ軋20略

l・500．（ソンピョングォン、バクサンヒョン、オミジョン釈『韓日交渉一請求権

間膚研究』ソニン、2008）
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